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1
　はじめに
　「羅生門」 「こころ」 「舞姫」は、現代文文学教材の古典的存在として、これまで多くの教科書に採録されてきた。夏目漱石の「こころ」は、高校二年の現代文を担当する時、必ず扱ってきた教材である。 「こころ」の授業実践を繰り返す中で、授業者の読み取りや着眼に生徒を引き付けようとする授業を行っているのではないかと思うよう なった。　私は、漱石作品の輪読、及び国語教育に関わる研究報告を主とす
る勉強会「二七会」に参加していた。輪読は、担当者が、漱石作品の数章について、読み取った と・気づき・疑問点などを提示し、参加者と意見交換をしながら読みを深め合い、叙述に即した読みに徹するものであった。終わりに野地潤家先生からご指導・助言 いただいた。　
生徒に主体的な読みを促すために、 「こころ」の授業を「二七会」
で勉強しているように きないものかと考えるようになった。輪読
会の方法を少しでも取り入れて授業の構想を練ってみようと思ったのである。単元の一部でグループ学習や発表学習を取り入れることはあったものの、単元全体を通して、生徒の 、話し合いを中心にした授業を展開したのは平成十二年度が初めである。その後同様の授業を十五年度、十八年度、十九年度、二十年度、二十一年度に実施している。授業を実施するたびに新たな課題が生じ 課題の改善を次の実践で試みた。各年度の実践を振り返りつつ、十九年度二十一年度 中心に分析し、アクティブラーニング型授業として捉えた場合どのような課題がある か、考えていきたい。
2
　平成十二年度・十五年度・十八年度の実践の概略と課題
　
十二年度は尾道北高校二年一、二組（文系・十三名）の生徒に対
して実施した。教科書は﹃精選
　
現代文﹄ （明治書院）である。
　
生徒数が十三名、採録されていた章が、九章分であったので、一
章を
1～
2名の担当にして各章について発表させ、話し合いをする
授業形式を取った。発表資料の作成についてはＢ
4版の用紙を一、
小
　
川
　
満
　
江
―
小説「こころ」の場合
―
「国語教育研究」第五十八号（平成二十九年三月刊）
アクティブラーニング型授業の実践と課題
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二枚渡したのみで、特に形式は指示しなかったが、発表内容については次のことを提示し 参考にさせた。　
発表資料はそれぞれ、よく工夫された個性的な資料が作成されて
いた。 （資料
1）発表者が司会も兼ね、話し合いを進めたが、どの
生徒も臆せず考えを出しあい、 「私」に関する内容については、生徒間で解釈を整理することができた。Ｋに関しては、生徒各自の考えや根拠、その考えに対する疑問や反論、等、次々に発言が続き、生徒主導で話し合いが展開した。生徒たちがＫについて考えを出しあったのは「Ｋの覚悟」 「死の理由」 「死を決意した時期」 「Ｋの人物像」 「Ｋの﹃私﹄への思い」等である。終わりに感想文を書かせたが、十二名がＫの生き方や心情を 察していた。授業での議論を踏まえて 自らの見方を捉え直し、文章をまとめてい 者 多い。本年度の授業は生徒の力量に助けられたことによ が、生徒主導で活発に展開することができ、単元全体を生徒主体 進 る授業実践の原点になるものであった。　
十五年度は、尾道北高校二年生三、四組（文系・三十名）に対し
て実施した。本年度は学習シート 形式 決めて る 生徒一人一人に対して担当の章を割り当 まず学習シートを完成さ た後、同じ章を担当した者でグループ学習をさせ 。課題は資料作成や発表はうまくいったもの 、質疑が活発にならなかったことであ　
十八年度は、府中高校二年三組（理系・三十二名）に対して実施
している。教科書は﹃探求
　
現代文﹄ （桐原書店）である。本年度の
○各章のまとめ○調べたこと（語句・内容）○感じたこと○読み取ったと○疑問点○みんなで考えてみたいこと○話し合ってみたいことなど
課題は、グループ学習の進め方・内容を口頭で説明したが徹底せず、数グループに対して説明を繰り返さなければならない事態が生じ、作業の進み具合がグループによって違ってしまったことである。それらの反省を踏まえて十九年度には授業者自身が発表資料を作成したり、司会の仕方や話し合いの進 につい マニュアルを作成したりした。
3
　平成十九 ︵
2 
0 
0 
7︶年度の授業実践と課題
（
1）対象生徒
　　
府中高校二年五組（文系・三十六名）
  
（
2）実施時期
　　
平成十九年十月十七日～平成二十年一月九日
 
（十八時間）
（
3）単元名
　　　
 小説「こころ」を読む︹教科書﹃高等学校
　
現
代文﹄ （第一学習社） ︺ ︿教科書採録部分
35章の一
部、
36章～
48章
38、
39章省略﹀
（
4）単元目標
①
 小説を主体的に読解・鑑賞し、意見交換する中で、読解を深める態度を養う。
②
 叙述に即して、作中人物の心理や性格 行動を読み取る力を養う。
③独特の表現法に着目することにより、内容理解を深める。④
 視点を絞った意見文 書くことにより、作中人物の生き方を深く見つめ、人間存在について考える。
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（
5）単元の評価規準
ア
　
関心・意欲・態度
 
①主体的に読解し、積極的にグループ活動に参加する。イ
　
話す・聞く能力
 
①グループ内で意見を述べることができる。②司会や発表をスムーズにわかりやすく、行うことができる。③発表をしっかりと聞き、その上で意見を述べることができる。ウ
　
書く能力
①発表資料をていねいに、わかりやすく作成することができる。②
 自分の考えを練り、視点を絞って文章にまとめることができる。
エ
　
読む能力
①
 叙述に即して読解し、作中人物の心理や性格、行動を読み取ることができる。
オ
　
知識・理解
①難語句の意味を調べ、理解することができる。②独特の表現法に着目し、内容を理解することができる。（
6）授業の方法・実際と評価
ア
　
導入
　
Ｂ
5版の学習プリント︹★夏目漱石について知っていることを書
こう。★一読後の感想︺を作成し、記入させた。夏目漱石について知っていることについては、授業で発表させたが、旧千円札の顔であること、 ﹃吾輩は猫である﹄ ﹃坊っちゃん﹄の作者であること、を多くの生徒が取りあげていた。　
第一次感想で触れられていた内容は「Ｋの言動や心情」 「 ﹃私﹄の
言動や心情」 「 ﹃私﹄とＫの関係」 「人間の感情」等であり、作品の核心に触れたものが多く、生徒は予想以上に作品の世界に入っていた。イ
　
グループ学習の方法
　
まず、今後の学習の進め方について、プリント（資料
2）を配布
し、説明した。　
教科書採録部分を一章から十二章とし、一章の一部と二章、三章
は授業者が担当し、四章から十二章までを一章ずつ九つのグループに担当させることに グループは
4名構成である。
4名の役割
は、司会者
1名、記録者
1名、発表者
2名である。授業者が担当し
た章については、学習の参考にさせるために、生徒に課したものと同じ形式の発表資料を作成し、それをもとに授業を進めた。ウ
　
グループ学習の内容
　
学習シートはＢ
4版一枚で、 「語句の意味」 「読み取ったこと・気
づき（このように内容を理解したということ・表現面、内容面などで、心に感じ取ったこと） 」 「疑問点（疑問点を挙げるとともに、グループでの見解もまとめておくこと） 」を整理するものである。　
ほとんどの生徒は、各グループの話し合いによく参加していた
が、一部、人任せ している者もいた。 の章以外での疑問点を整理する学習シートを一枚準備していたが、時間 関係でこ 学習シートは十分に活用できていなかった。エ
　
各グループの発表と質疑
　
発表資料は、どのグループもそれぞれ工夫して作成していた。読
み取ったことについては「私」の行動・Ｋへの対し方・心情、Ｋの人柄、場面等を、図式的に整理していたものが多い。授業者が作成
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した発表資料に影響されたことも考えられるが、内容の密度にグループによってあまり差がなかったことは評価できる。生徒が作成した資料には誤字や解釈の明らかな間違いなどもあったが、あえてそのままに て、間違い ついてもみんなで るきっかけにした。話し合いの進め方につ ては前年度の反省を踏まえて手引（資料
3）を作成している。
　
発表時、どの生徒もやや緊張していたものの、一生懸命取り組ん
でいた。司会者は、ほぼマニュアル通りに進めていたが、司会者によっては、場に応じた進め方をしていた。担当班の資料は、各自丁寧に読み、押さえておき いという点 つい は、誰か 質問し読み取りを深めることがで 。
 質問に対する担当班の対応もよ
く、黒板も上手に使って説明する班もあった。質疑については積極的でない生徒がいたこと 受け答えや意見交換の時 間がありすぎたことが課題となった。質問する時、授業者にこれを質問してよいかとまず確認することもあったが、自分の述べることが人にどう思われるかということを気にする生徒もいた。
 質問者への配慮も必
要である。意見交換時、授業者が適宜補足をし 各グループの生徒発表がすべて終わった時点でま め し 。オ
　
意見文と回し読み
　
まとめとして意見文を書かせた。字数を六百字程度にしたので、
書くテーマを絞るよう指示した。テーマ例として「私の心」 「Ｋの心」 「Ｋと私」 「Ｋの死」 「私の罪」 「Ｋの生き方」 「Ｋの信条」 「私の人生」 「私のエゴイズム」 「人間のエゴイズム」 「善と悪」 「私とお嬢さん」 「私と奥さん」 「Ｋと時代」を示してい 。意見文を書く時間
を一時間取ったが、書ききれなかったものは、宿題にした。　
グループの人数を
5～
6名とし、六グループに分けて意見文の回
し読みを行った。意見文は最終的には全員提出したが、残念であったのは、回し読みをする時間に間に合うように書けなかった者がいることである。書くことに抵抗感があったり、提出物が遅れがちであったりする生徒への指導が十分でなかった。生徒の意見文を整理すると次のようである。ａ
 　
Ｋの人物像や生き方について︿肯定的な捉え方をしているものが多く、
否定的に捉えていた者は一名である。 ﹀
︻肯定的︼○心持ちの強い人。誰かのせいにすることはなく個人の意志で死を選択したＫの生き方は悔いのないもの。○立派だ。自分の決めた道を全うするためにすべてを犠牲にすることはそう簡単なことではない。○Ｋは精神力のあるいい人。自分ばかり苦しめ続けていた。○欲のない生き方はそう簡単に実現できることではない。それを実現しようとしているＫの精神の強さや考え方にはとても感銘を受けた。最後の最後まで人に自分の苦しみやつらさを見せず、人生 中 の精神の大切さを命と引き替えに教えてくれた。○Ｋの遺書には本当の優しさや苦しさが示されている。︻否定的︼○Ｋの生き方は無理である。ｂ
 　
Ｋの死に関して︿Ｋが自死したことについて、 「私」を苦しめること
になったという理由で否定している者が多い。Ｋが死を選んだ理由、死を決意した時期について考えたものもあった。 ﹀
︻否定的︼○死を選ぶより他に方法はなかったのか 「私」はＫの死という事実を背負い続けて生きていかなければならな 。○Ｋは自分勝手である。○Ｋは小さい人間である。 「私」を苦しめてやろうという思いがあったのではないか。その思いを死という取り返しがつかないこ で「私」に すりつけた。︻理由︼○現実と理想との間で揺れ、現実に流れかけていた自分をダメだと思ったから。自分の恋はかなわないと知り、現実に二度と流されないよ
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うにするための逃亡。○恋心の重さに耐えきれず、自殺という道を選んだ。︻時期︼○Ｋはお嬢さんに恋をしていた時点で「死」を意識していた。ｃ
　
恋愛感情について︿恋の重さや罪について述べている。 ﹀
○恋は互いの関係を崩してしまう厄介なものだ。恋のためなら友情さえ犠牲にするとい 気持ちは現代にも通用する。○Ｋは恋によって 分が自分でわからなくなっている。Ｋの心ではなく、まるでお嬢さんの中にある闇というか、暗い心がＫの心の中に入った。○強い信条を持っていたＫの恋心だったからこそあまりにも一途すぎる恋に ってしまった。○誰かを思う重み、好き な 難しさ。人生を変えてしまう。○お嬢さんへ 恋心が、Ｋの信念をあっけなく崩してしまった。ｄ
 　「私」のＫへの対応について︿Ｋに対する「私」の態度については批判的である。 ﹀
○Ｋが恋の気持ちを告白した時 「私」も自分の気持ちを打ち明けるべきであった。○ 「私」は自 のことしか考えない、Ｋ 気持ちをもっと考えて行動すべき。ｅ
 　「私」の心、人間の心、エゴイズム 多くの生徒が「私」のエゴイズムを自身に引きつけて考え、人間らしさを感じていた。 ﹀
○ 「私」のしたことはひどいが、自分が「私」の立場だ たら同じように抜け駆けするかもしれない ○ 「私」のＫに対する裏切りは、 間 汚い部分のあらわれである。自分の利益のために人道に反する行動を平気でとることができる自己中心的な性質は人間の一番人間くさいところ。○の心の複雑さ。もろさ。微妙さ。繊細さ。弱さ。卑怯さ。欲 ため、利益のためだけに行動。身近に感じる。
 ○自分のことしか考えなかった「私」
に人間らしさを感じる。○ ﹃こころ﹄ う作品 悲劇性。そうな ざるを得ない結末。自 気持ちをお嬢さんに伝えること できたこの選択 、きっと最善で、ただ一つ 小さな救いだ。 「私」のエゴイズムは、誰にでも潜んでいると思う。普段は内面に潜み、ふ した瞬間に浮かび上がるのだ。そのエゴイズムはとても人間らしい。ｆ
　
Ｋと「私」 ︿Ｋと「私」の関係に小説の悲劇性を見ていた。 ﹀
○Ｋと「私」の二人ともが幸せになれる道は、きっと存在し かった○Ｋと「私」はどちらが悪い いうのではない。○二人とも、背負ってい
　
意見文を読んで、それぞれの立場から、 「こころ」という作品を
通して人間観を深めていると感じた。生徒の意見文全文二例とそれぞれに対する他の生徒の批評を紹介する （資料
4）
　
平成二〇年度も府中高校二年六組（文系・四一名）対象に「ここ
ろ」の授業を実践している。実施時間は十五時間である。十九年度と、同様 課題が生じた。
4
　平成二十一 ︵
2 
0 
0 
9︶年度の授業実践と課題
（
1）対象生徒
　　
府中高校二年六組（文系・四十二名）
  
（
2）単位数
　　　
3単位
（
3）実施時期
　　
平成二十一年十一月十七日～平成二十二年
 
二月四日（
20時間）
（
4）単元名
　　　
小説﹃こころ﹄を読む︹教科書﹃高等学校
　
 
 
現代文﹄ （第一学習社） ︺
　　　　　　　　　
︿教科書採録部分
　
35章の一部、
36章～
48章、
 
38、
39章省略﹀
（
5）単元の展開（平成一九、二〇年度とほぼ同様であるが、⑥・
⑦を本年度加えた。 ） たものに耐えられず自ら命を絶った弱い人間である。○人間関係の難しさ。○Ｋと「私」はお嬢さんをはさんだ二者対立構図であり、バランスを崩せば双方破壊されるものであった。人が当 り前のように持つ幸福への願望と、その願望が衝突した時の行く末 書き、人の愚かさと人が生まれながらに持つ願望の罪深さを説いている。
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①○夏目漱石について知っていることを述べる。○全体の黙読。　
○第一次感想。
　（
1時間）
②
 ○第一次感想の発表。○授業者による今後の学習活動の説明。（グループ分け・担当の章の決定）
　（
1時間）
　
 ︹一章～十二章とする。一、二章授業者が担当。三章～十二章を十グループで担当︺
③
 ○一、二章について、生徒と同様の形式で作成した資料をもとに、授業を進める。疑問点について生徒に考えさせて、発表させる。
　（
1時間）
④
 ○グループでの役割を決め、進め方を確認する。本年度はグループ学習の進め方や役割を生徒一人ひとりに徹底させるためのプリント（資料
5）を作成し、それをもとに説明した。○担当の章に
ついて、各グループで話し合い、発表資料を作成する。 （資料
6）
○担当以外の章について疑問点 整理する。
　（
2時間）
⑤
 ○各グループが資料をもと 発表し、発表内容や疑問点 ついて意見を出し合う。○さまざまな考えが出た問いについては、各グループで整理 て説明する。○質疑が終わっ 時点で 授業者が各章について読解の補足、まとめをする。
　（
12時間）
⑥
 ○作業を通して「こころ」全体におけ 、 「私」の言動・心情について考える。○巧みな表現、すぐれた表現を指摘 その理由を考える。○各自で作業後、グループで話し合う。
　（
1時間）
⑦
 ○ 「私」の言動・心情、巧みな表現・すぐれた表現についてグループでまとめたこと 報告する。○報告をもと 心情や表現について理解 深め
　︻公開授業︼
 （
1時間）
⑧
 ○意見文を書く。○各グループで意見文を読み合い、相互評価する。 （
1時間） （学習参考資料として「こころ」 ︹下先生と遺書
五十五︺をプリントにして配布する。 ）
（
6）十九時間目の展開
　︻公開授業︼
（ア）目標　
①
 　「私」の言動や心情についての理解を深め、 「私」の人物像や人間の心、人とのかかわりについて考える。
　
②
　
巧みな表現を味わうとともに、漱石表現の特色を理解する。
（イ）展開
学
　
習
　
活
　
動
指導上の留意点
①
 各グループの代表者が、学習シート１についてまとめたことを報告する。
・報告がスムーズに進むよう配慮する。 ・学習シート（マジックで書いたもの）を黒板上に整理する。
②
 １について報告されたことの全体を見通して、意見を述べる。
・ 「私」の人物像や人間の心、人とのかかわりについての意見を促 。・発表後、補足やまとめをする。
③
 各グループの代表者が、学習シート₂についてまとめたことを報告する。
・学習シートを黒板上に整理する。
④
 ₂について報告されたことの全体を見通して、漱石表現の特色について意見を述べる。
・これまで学習したことを踏まえ、次時の「意見文を書く」こと なげる。
（ウ）学習シートと各グループ報告内容
１ 「私」の言動・心情について○
 「私」のある行動、ある思いを押さえ、このように行動すればよかった
 
こう考えればよかったと思う点を次の形で整理しよう。
①
 本文中の該当箇所（ 「私」の行動や思い） あげる。 ︿ページ・上下・行
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学習シート１の内容は授業後、ある生徒と対話する中で生み出し
たものである。生徒が「二人の悲劇を避けるために、ある時点で﹃私﹄がこうすればよかったのにと思うことがあった。 」と述べたことを受け、話し合う内容として①～③の項目を考えた。各グループ一～二例、挙げて報告している。次に報告内容を整理する　
Ｋにお嬢さんへの気持ちを告白された時、 「私」が自分の気持ち
を打ち明けられなかったことに対して「打ち明けるべき」だっ としたものが
7グループあった。 「先を越されたなと思いました。 」を
1グループ、 「Ｋの話がひととおり済んだとき、私はなんとも言う
ことができませんでした。 」を
4グループが取りあげ、③のできな
かった理由については、どのグループも本文 即 、Ｋ 強さを感じたことや無口で恋などに興味のないようなＫの突然の告白 よる驚き、衝撃、動揺、 あげている 「私」が少し落ち着いた時の「私は当然自分の心をＫに打ち明けるべきはずだと思いました。 」を
1グループがあげ、③は「Ｋの自白に一段落がついているので、ま
た同じことを切り出すのはどう考えても変で、こ 不自然に打ち勝つ方法を知らなかった ら。 」とまとめ いた。続く い ん言いそびれた私は、また向こうからはたらきかけられ 時機を待つよりほかにしか がなかっ ので 。 」を１グループが取りあげ、③ 　
を明記すること﹀
②
 ①を受けて、このように行動すればよかった、こう考えればよかったと思った点をまとめる。
③
 なぜ「私」がそのような行動がとれなかったのか、そのように考えるこができなかったのか 理由を考えまとめる。
を「お嬢さんへの気持ちをＫに告白するタイミングを失い、今言い出すには不自然であり、その状況を自ら打破することができなかったから。 」としていた。　「 ﹃精神的に向上心のない者はばかだ。 ﹄と言い放ちました。 」 「私はその一言で、Ｋの前に横たわる恋の行く手 ふさごうとしたのです。 」 「私はそうした態度で、狼のごとき心を罪のない羊に向けたのです。 」の同場面における箇所をそれぞれ
1グループがあげている。
②について 「正々堂々と立ち向かえばよかった」 「自分 気持ちを伝え、お互いに分かり合お とすべきだ。 」とし、③については「負けてしまうのではないかと思ったから。 」 「Ｋに勝つ方法はこれしかないと思ったから。 」 「あまり お嬢さんを好んでいて、ぜひ得たいと思っていたから。 」としている。　
次の
3箇所はそれぞれ
1グループが取りあげているものである。
「私はこの場合もあるいは彼にとって例外ではないの もしれないと思い出し のです。 」に対してはＫの例外を理解 べきだったとし、③については「覚悟」の解釈で得意を失ったことを挙げている。 「私は突然﹃奥さん、お嬢さんを私にください。 ﹄と言いました。 」について「②Ｋに、私もお嬢さんのことが好きだというこを伝えてから行動すればよかった。 」のに 「③お嬢さんへの恋に関しては、決してＫには譲 なかった・Ｋが自分より強い からできなかったという考えを述べ いる。 は﹃ええ治りました、治りました。 ﹄ 答え 取りあげ、 「② ﹃治りませ 看病して下さい。 ﹄と言えば看病してもらえた。 」とし ものもあった。　「私」とお嬢さんとの結婚を知った後、 「私」の体調を気づかうＫ
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に向かったとき、謝りたくなったのに謝れなかった場面を取りあげていたのが
5グループである。 「私はその刹那に、彼の前に手をつ
いて謝りたくなったのです。 」 「私の自然はすぐそこでくい止められてしまったのです。 」の箇所である。②については「その気持ちを行動に移し 、自分のお嬢さんへの気持ちをＫに打ち明けるべきだった」 「私を気づかってくれたＫに対してすぐそ 場で奥さんにお嬢さんが好きだと告白したことを謝るべき」 「謝るか、何があったかを説明すればよか 。 」 「Ｋを外に連れ出して二人で話せばよかっ 。 」 「いつでもよいから、どこか タイミングで、Ｋに謝るべきだった。 」と考え、③につ ては「奥には人（奥さんとお嬢さん）がいた」こと「自分の信用を崩す事態になるかもしれない」こ「卑怯な自分を知られたくなかった」ことを押さえていた。　
１の③について考えることで全体を通して叙述を振り返ることが
できた。　「私」の意識からぬぐい去ることができなかったのはＫや奥さんやお嬢さんという他者の存在である。また、 「私」は自分にと ての都合のいい時機や行動の不自然さを気にしていた。それら こを軸にして、各グループ報告後、悲劇を避ける めに きることあったの 「私」ができなかった理由を自分 身に引き けて感想を出し合った。自分だったら「私」 ような行動 とらな 、あるいは「私」のような行動しかとれなかったかもしれない、などさまざまな感想が出され、人間 心の動きを細かく深く捉える契機なったと思う。　₂のシートは次のようなものである。
次は十グループが報告した内容である。㋐私は彼の魔法棒のために一度に化石されたようなものです。㋑
 Ｋの告白に対する私の衝撃が石のように動けなくなるほど大きいことがよくわかるから。
㋐
 そのときの私は恐ろしさの塊と言いましょうか、または苦しさの塊と言いましょうか、なにしろ一つの塊でした。石か鉄のように頭から足の先までが急に固 なったのです。
㋑
 どれほどＫ 告白に驚嘆していたか、わかりやすく表現していたから。
㋐
 私は彼自身の手から彼の保管している要塞の地図を受け取って彼の目の前でゆっくりそれを眺めることができたも同じでした。
㋑
 普段、謎めいていて、つかみど ろのな Ｋを要塞 表現していて、その要塞がこのとき無防備であることがよく分か なあと思う
㋐
 そのとき私の受けた第一の感じは、Ｋ ら突然恋の自白を聞 されたときのそれとほぼ同じでした。
㋑
 以前の表現を思い出させることにより話の感慨深さを深めることが きたから。
㋐
 私の目は彼の部屋の中を一目見るやいなやあた もガラスで作っ 義眼のように、動く能力を失いました。
㋑
 とても分かりやすい比喩表現だったから。
㋐
 あたかもガラスで作った義眼 ように
㋑
 義眼という言葉で動くことができない状態を巧みに表現しており、発想がすばらしいと思った。
₂
 　
巧みな表現、すぐれた表現だと思った箇所を指摘し、その理由をまと
めよう。
㋐巧みな表現、すぐれた表現︿ページ、行などを明記すること﹀㋑巧みだ、すぐれていると思った理由
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㋐
 それが疾風のごとく私を通過した。
㋑強い衝撃であったことがわかるから。㋐
 もう取り返し つかない いう黒い光が、私の未来を貫いて、一瞬間に私の前に横たわる全生涯をものすごく照らしました。
㋑そのような情景が目に浮かぶようにリアルだから。㋐
 そうして振り返って、襖にほとばしっている血潮を初めて見たのです。
㋑私には周りがあまり見えてなかったことが分かるから。㋐
 そうして振り返って、襖にほとばしって る血潮 初めて見た です。
㋑リアルさが伝わってくるから。　
漱石の叙述の特徴と 、すぐれ 比喩表現があげられる。生徒
が、 「巧みな表現、すぐれた表現」とし 取りあげた箇所もほとんど比喩表現であった。衝撃を受けた「私」の状態や心を伝える場面である。生徒の心にも強く残った箇所なのだろう。₂については各グループの報告やその補足が中心とな 、表現上の特色について考えを出しあったり深く味わ りする時間があまりとれなかった。特に「黒い光」とか「襖にほとばしっている血潮」を生徒はリアルととらえているが、今後の「私」の生き方、小説の展開に関わる表現であり、もっと深く考えさせ、教科書採録部分以外 読書 つなげることが可能であった箇所だと思う。
5
　おわりに︱ ﹁こころ﹂の学習を通してどんな力を育成するか︱
（
1）発表資料をまとめることができる
　
発表資料については、資料の形式や内容を細かく指示せず生徒に
任せる、資料の形式を決め、まとめる内容のポイントを提示する、作成の手順を細かく説明する、資料のまとめ方の例を示して参考にさせるなどの方法を考えた。資料作成については、日頃の生徒の学習活動から実態を把握し、実態に応じた方法を練る必要があると感じた。他者の作成した資料を生徒は興味を持って目を通していた。（
2）役割を果たすことができる
　
口頭による説明では各役割が生徒にじゅうぶん伝わっていないこ
とがあった反省を踏まえて、役割を説明したプリントを作成した。グループでの作業や話し合いの進め についても、生徒それぞれが役割を果たせるようにするには（
1）と同様、実態に応じた手立て
を考える必要 。（
3）資料をもとに明快に報告することができる・話し合いに積極
的に参加することできる　
どの年度も発表を担当した生徒の報告は、きちんと行うことがで
きている。意見交換が活発であっても、担当班と一部 生徒との間に限られたこともあり、授業時、生徒 動きを細かく観察し発言者が片寄らないよう する工夫も で と感じた。二十一年度は各章の発表終了後、再度全体を見通して発表・意見交換する時間を設けたが、各自が自分に引きつけて考える 間を取ることができた。（
4）文章を叙述に即して読むことができる
　
生徒は本文の叙述を確認しあいながら話し合いを進めていた。た
だグループで担当し 箇所 ついては精緻な読みをす が それ以外の箇所はおろそかになることがある。グループ発表や意見交換の
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場においても叙述の確認を促す工夫が必要である。（
5）作品を享受する中で人間観を深めることができる
　「こころ」の学習において、生徒の発言や意見文を通して、 「私」や「Ｋ」の行動や心情、生き方についてのさまざまな捉え方を見出すことができた。橋本暢夫氏が「漱石作品の読み手に応じた多面性は、今後の国語教育においても、学習者の自己確立に資する立場から、なお豊かに活用されねばならない」 （松籟
8）と述べているが、
まさに「漱石作品の読み手に応じた多面性 を実感した。松浦寿輝氏が﹃官能の哲学﹄において﹃こゝろ﹄や﹃明暗﹄について「漱石の筆が運動しつつある、その﹃今﹄の現場には 過誤も思 違いも混同も意識せざる誇張も自家撞着も裏切りも、何 かもがいちどきに呼び込まれえたのであり、またそうし 人間的ないい加減さ
00000
に大
胆に身を委ねることで、彼 「作品」における言葉の運動はいよいよ豊かな、また生気に満ちたも になっていたはずなのだ。 」とべていたが、だからこそ、多面的な読みが可能なのだろう。生徒は自分の考えをまとめ り、意見交換や相互批評をする中で、作品の「揺らぎ」に直面し、新たな問いを心に抱き、人間について考えている。十年に渡る「こころ」の実践を振り返ったが、生徒のさまざまな捉え方には、年度 超えて共通性 出される。高校 が捉えた漱石作品の普遍性を感じず はいられない。〔
　追記
　〕
○
 　
本稿は﹃漱石作品を読む― 「二七会」輪読五十年―﹄ （渓水社平
成二十年） 、平成十九年度
　
広島県国語教育研究部会の紀要にお
ける実践報告を加筆・修正したものである。
〈参考引用文献〉小林昭文・
 成田秀夫﹃今日から始めるアクティブラーニング﹄河合塾編
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